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 去る８月１８日に開催されました当委員会の審査概要について、ご報告申し

上げます。 

 「いじめ根絶に向けた取り組み状況について」報告を求めましたところ、次

のような説明を徴しました。 

 令和７年度川口市いじめから子どもを守る委員会の活動状況については、面

接相談を９回、調査・調整活動を１回実施し、定例会を１２回開催したほか、

学校現場でのいじめの早期発見、子どもとの信頼関係の構築及び初期対応能力

の向上を図るため、委員と教職員との交流会を３回開催したとのこと。 

 いじめ根絶に向けた取り組みについては、生徒指導担当指導主事によるいじ

め対応教員研修会や、いじめ問題対策協議会を開催し、いじめの発生状況やい

じめ問題への対応等を協議したほか、小・中学校の代表児童生徒を対象とした、

いじめゼロサミットを開催したとのこと。 

いじめ問題に関する調査状況については、６事案に関して報告があり、その

うち２事案において、いじめ問題調査委員会が設置され、調査継続中であると

のこと。残る４事案は、いじめ問題調査委員会の設置を希望しない旨の回答が

あり、いじめ重大事態としての対応を終結したとのことでありました。 

 以上のような説明に対して、相談窓口へ寄せられた事案の共有手段について

問われ、これに対して、定例会において相談内容の全てを周知し、対応策を検

討するほか、交流会においても意見交換を行なっているとのことでありました。 

 このほか、いじめ認知件数の推移について等、質疑応答の後、本報告を終了

し、委員会審査を終了した次第であります。 

 以上で報告を終わります。 

 


